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研究要旨 

この 2年間の研究は、大規模なコホート研究とリアルワールドデータを用いて、口腔の健康状態が全身

の健康、特に高齢者の幸福感、認知機能、そして様々な慢性疾患の発症・進行に与える影響を多角的に

解明することを目的とした。口腔の健康が単に局所的な問題にとどまらず、高齢者の全身の健康、幸福

感、認知機能、そして慢性疾患の発症・進行に多大な影響を与えることを明らかにした。 
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A．研究目的 

本研究は、高齢者の口腔健康が全身の健康と幸福

に与える影響を多角的に解明することを目的とし

た。具体的には以下の項目に焦点を当てた。 

 

口腔の健康状態と骨代謝、腎機能、認知機能低下、

アルツハイマー型認知症、肺炎球菌感染症、Well-

beingとの関係を明らかにすること。 

2型糖尿病における歯周病治療による血糖値への

良い影響を明らかにすること。 

根面う蝕とうつの関係を明らかにすること。 

歯の喪失要因を特定すること。 

メタボローム解析により、認知機能低下と栄養成

分との関係を明らかにすること。 

歯磨きの回数と肺炎のリスクとの関連を検討する

こと。 

口腔の健康状態と全身の健康状態および食事の質

との関連について解析を行うこと。 

口腔状態と認知機能が互いに影響し合うことによ

る相互作用を除外したより適切な統計学的手法を

用いて、口腔状態と認知機能との関連を評価する

こと。 

日本の65歳以上の高齢者において、歯科レセプト

から推計した現在歯数と、アルツハイマー病およ

び肺炎球菌感染症との関連を生存時間分析により

検討すること。 

高齢者の口腔の健康と包括的に測定されたWell-

beingの関連を明らかにすること。 

歯の喪失リスクを把握するための予測モデルを検

討すること。 

リアルワールドデータ (JMDCデータベース) を用

いて、2型糖尿病患者における歯周病治療が血糖コ

ントロールに与える影響を分析すること。 

自立高齢者における鬱症状と根面う蝕との関連を

評価すること。 

メタボロームと認知機能低下との関連について検

討すること。 

自立高齢者を対象に、日常的な歯みがきと肺炎の
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関係を検証すること。 

主観的口腔健康度（SOH）と主観的幸福感（SWB）の

長期的な相互関連性を調査すること。 

日本人高齢者における歯の喪失と身体認知機能の

関連性、およびその影響の異質性を明らかにする

こと。 

食事由来のn-6およびn-3多価不飽和脂肪酸の摂取

が歯の喪失に与える影響を縦断的に評価すること。 

地域在住高齢者の歯・口腔の健康状態と全身の炎

症性サイトカイン、および新型コロナウイルス感

染症への不安による歯科受診控えとオーラルフレ

イルとの関連を解明すること。 

口臭と認知症発症の関連性を前向きコホート研究

で検討すること。 

2型糖尿病患者における歯周病治療が血糖コント

ロールに与える影響、歯科介入の効果の異質性、

歯科受診状況の推移と糖尿病診療ガイドライン改

定の影響、急性症状による歯科受診と耐糖能異常

との関連を、大規模リアルワールドデータを用い

て分析すること。 

地域住民の歯科健診データと医科レセプトデータ

を用いて、歯周病と複数の全身性疾患（糖尿病、

心血管疾患、脳血管疾患、認知症、慢性腎臓病）の

新規発症との関連性を評価すること。 

標準的な評価方法を用いて歯周組織状態と認知症

発症との関連性を検討すること。 

生体内代謝物質（メタボローム）の組成と歯の本

数および歯肉出血との関連を、アジア人を対象と

した大規模研究で明らかにすること。 

 

B．研究方法 

本研究は、複数のコホート研究やリアルワールド

データを用いた横断研究および縦断研究で構成さ

れた。 

 

口腔の健康状態と全身の健康状態および食事の質

との関連: Tokyo Longitudinal Study on Aging、

北九州市職域コホート、国民健康栄養調査・歯科

疾患実態調査の各調査参加者を対象に解析を行っ

た。 

口腔状態と認知機能との関連: 65歳以上の高齢者

約3万8千人を対象とした9年間の追跡調査を解析

対象とした。 

現在歯数とアルツハイマー病・肺炎球菌感染症と

の関連: Longevity Improvement & Fair Evidence 

Studyのレセプトデータを用いて、日本の65歳以上

の高齢者において、歯科レセプトから推計した現

在歯数と、アルツハイマー病および肺炎球菌感染

症との関連を生存時間分析により検討した。アル

ツハイマー病をアウトカムとした分析は30,207人

（平均年齢: 76.1±7.2歳、男性: 40.9%）が分析

対象となり、3年間の追跡期間とした。 

口腔の健康とWell-beingの関連: 日本老年学的評

価研究の2022年の質問紙調査を分析し横断研究を

実施した (N = 174,623人、平均年齢74.87歳) 。

曝露変数は現在歯数(0-9本、10-19本、20本以上)

と補綴物の有無の組み合わせで6カテゴリに定義

した。目的変数は包括的なWell-being得点とした。

共変量は、性別、年齢、学歴、所得、配偶者の有

無、喫煙の有無、糖尿病歴、手段的日常生活動作、

抑うつ症状とした。線形回帰分析を用い、欠損値

は多重代入法で補完した。 

歯の喪失リスク予測モデル: 40~79歳の久山町住

民1,755人を対象とし、5年間の歯の喪失状況を評

価した。 

2型糖尿病患者における歯周病治療が血糖コント

ロールに与える影響: 日本のリアルワールドデー

タ (JMDCデータベース) を用いて、2型糖尿病患者

における歯周病治療が血糖コントロールに与える

影響を分析した。歯科介入の効果およびその異質

性に焦点を当てた検討を行い、さらに歯科受診状

況の推移と糖尿病診療ガイドラインの改定が歯科

受診に及ぼす影響を評価した。 

鬱症状と根面う蝕との関連: 2003年から2008年ま

でに6回の年次検査を受けた303人の参加者を対象

とした 。刺激唾液流量(SSFR)、簡易自己管理式食

事歴調査票(BDHQ)によるショ糖摂取量、30項目の

一般健康アンケート (GHQ-30) による鬱症状を評

価した。 

メタボロームと認知機能低下との関連: 東北メデ
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ィカル・メガバンク機構が2013年~2016年に実施し

た宮城県在住の60歳以上高齢者を対象としたデー

タを用い、メタボロームと認知機能低下との関連

について検討した。説明変数は43種類のメタボロ

ームとし、目的変数は認知機能低下の有無とした 。

メタボロームに対し主成分 (PC) 分析で次元削減

を行った後、ロジスティック回帰分析を行い、認

知機能低下のオッズ比(OR) と95%信頼区間 (CI) 

を算出した。 

日常的な歯みがきと肺炎の関係: 2016年の日本老

年学評価研究 (JAGES) のデータを用いた横断研

究である。1日の歯みがき回数と過去1年間の肺炎

経験の関連を、過去5年以内の肺炎球菌ワクチン接

種の有無によって層別化し、機械学習を用いて分

析した。 

口腔健康とウェルビーイングの関連研究: 英国老

化縦断研究（English Longitudinal Study of 

Aging）の4ウェーブ調査データを使用し、SOHとSWB

の双方向の関連性を一般化推定方程式モデルで評

価した。 

口腔の健康と身体認知機能の関連における異質性

の検証研究: 日本老年学的評価研究（JAGES）の65

歳以上の高齢者（N=16,553）のデータを使用し、

歯の喪失（現在歯数20本未満）と6年後の身体認知

機能得点（老研式活動能力指標TMIG-IC）の関連お

よびその異質性を機械学習で分析した。 

食事由来n-6およびn-3多価不飽和脂肪酸と歯の喪

失研究: 新潟県湯沢町の40歳以上の住民を対象と

した「湯沢コホート研究」のデータを使用し、ベ

ースライン時のn-6系およびn-3系多価不飽和脂肪

酸摂取量と5年間の歯の喪失数との関連をポアソ

ン回帰分析で検討した。 

地域在住高齢者における歯・口腔の健康と全身の

健康研究: 東京都健康長寿医療センター研究所の

Tokyo Longitudinal Study on Aging（Tokyo-LSA）

参加者のデータを使用し、歯周病と炎症性サイト

カインの関連、および新型コロナウイルス感染症

への不安による歯科受診控えとオーラルフレイル

の関連を評価した。 

口臭と認知症との関連の前向きコホート研究: 国

立がん研究センターの多目的コホート研究（JPHC 

Study）の横手市で得られた前向き研究データを使

用し、口臭と認知症発症の関連をCox比例ハザード

モデルおよび逆確率加重Coxモデルで推定した。 

大規模コホートとリアルワールドデータを用いた

口腔と全身疾患の関連についての研究（JMDCデー

タベース）: 2型糖尿病患者における歯周治療の血

糖コントロールへの影響、歯科介入の効果の異質

性、歯科受診状況の推移と糖尿病診療ガイドライ

ン改定の影響、急性症状による歯科受診と耐糖能

異常との関連を分析した。 

地域住民の成人歯科健診における歯周病と全身性

疾患の関連性評価研究: LIFE Studyのデータベー

スを使用し、歯周病の有無と複数の全身性疾患（糖

尿病、心血管疾患、脳血管疾患、認知症、CKD）の

新規発症との関連性をCox比例ハザードモデルに

よる生存時間解析で実施した。 

歯周組織状態と認知症発症の関連性研究: 福岡県

久山町の65歳以上の住民で、2007年の健診受診者

を対象に、10年間の追跡調査を実施し、歯周組織

状態（平均歯周ポケット深さ、臨床アタッチメン

トレベル）と認知症発症との関連性をCox比例ハザ

ードモデルを用いて分析した。 

オミックスデータを用いた口腔状態とメタボロー

ムとの関連研究: 東北メディカル・メガバンク地

域住民コホート調査（TMM CommCohort Study）の

一次調査データを使用し、43種類の代謝物と歯の

本数、歯肉出血の有無との関連を多変量ロジステ

ィック回帰分析で検討した。 

 

C．研究結果 

本研究群では、高齢者の口腔健康と全身の健康、

幸福との関連について多様な知見が得られた。 

 

炎症制御や骨代謝と関連する血中25(OH)D濃度は

歯周ポケット炎症面積PISAと非線形な関連を示さ

れた。 

舌苔を検体とする歯周ポケット測定によらない評

価法から得られる歯周組織の健康状態は腎機能と

関連することが示された。 
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認知症発症のリスクが歯数19本以下の人では1.12

倍、歯がない人では1.20倍高くなることが示され

た。咀嚼困難のある人で1.11倍、口腔乾燥のある

人で1.12倍、認知症のリスクが高いことも明らか

になった。 

 

アルツハイマー病の発生リスクは、現在歯数が20

本以上の人と比較して、10-19本の人は1.06倍 

(95%信頼区間:0.94-1.18)、1-9本の人は1.19倍

(95%信頼区間:1.04-1.35) であった。 

肺炎球菌感染症の発生リスクは、現在歯数が20本

以上の人と比較して、10-19本の人は1.12倍 (95%

信頼区間:1.04-1.21)、1-9本の人は1.29倍(95%信

頼区間:1.17-1.42)であった。 

0~9本で補綴物なしの人に比べ、20本以上で補綴物

なしの人はWell-being得点が0.33点 (95%信頼区

間:0.28-0.39) 高かった。 

歯周治療を受けた患者は血糖コントロールが改善

する傾向があり、特にHbA1c値7.0-7.9%の群で有意

な改善が見られた。 

歯の喪失の予測因子として、年齢、喫煙、糖尿病、

歯周治療経験、職業、少数歯の残存が挙げられた。 

ポアソン回帰分析によると、GHQ-30スコアは、根

面う蝕の増加と独立してかつ有意に正の関連があ

ることが示された(調整IRR:5.74、p=0.008)。 

2,940人が解析に含まれ(男性:49.0%、平均年

齢:67.6歳)、1.9%に認知機能低下がみられた 。多

変量解析の結果、必須アミノ酸が多いPC1は、認知

機 能 が 良 好 な 方 向 に 関 連 し (OR=0.89:95% 

CI,0.80-0.98)、ケトン体が多いPC2は、認知機能

低下と関連していた (OR=1.29;95% CI, 1.11-

1.51) 。 

高齢者17,217人 (平均年齢73.4±5.8歳 ,男性

46.1%)において過去5年以内に肺炎球菌のワクチ

ン接種を受けた人は43.4%、受けていない人は

56.5%であった 。対象者の4.5%が過去1年間に肺炎

を経験した。機械学習を用いた分析の結果、肺炎

球菌ワクチン未接種群では、歯みがき1日に1回以

下の群では、1日3回以上の群と比較して、肺炎経

験を有するオッズが1.57倍 (95%信頼区間:1.15-

2.14)高かった。一方、肺炎球菌ワクチン接種を受

けた群では、歯みがきの回数と肺炎経験との間に

は有意な関連は見られなかった。 

口腔健康とウェルビーイングの関連: SOHとSWBは

密接に関連しており、SOHまたはSWBの不良状態は、

他の尺度の不良状態と有意に関連していることが

示された（すべてp < 0.05） 。同期効果は遅延効

果よりも強かった。 

口腔の健康と身体認知機能の関連における異質性

の検証: 歯の喪失は6年後の身体認知機能得点の

低下と有意に関連し（推定値 = −0.14；95%信頼区

間：−0.18, −0.09）、特に手段的自立と知的活動

で関連が大きかった。この関連には異質性が見ら

れ、影響が大きい集団は高齢、男性、未婚、社会経

済状況が低い、健康状態が悪い者が多い傾向があ

った。 

食事由来n-6およびn-3多価不飽和脂肪酸と歯の喪

失: n-3系多価不飽和脂肪酸の摂取量が最も高い

群では歯の喪失リスクが有意に低下し（発症率比 

[IRR]：0.21、p < 0.001）、n-6:n-3比が4.0以下

の群も同様にリスクが低かった。一方、n-6系脂肪

酸の摂取量が最も高い群では歯の喪失リスクが有

意に高まった（IRR：1.32、p = 0.006）。 

地域在住高齢者における歯・口腔の健康と全身の

健康: 歯周ポケット炎症面積（PISA）が大きいこ

とは、炎症性サイトカインであるCRPやIL-6の高さ、

およびそれらを含むcombined z-scoreの高さと関

連していた 。また、新型コロナウイルス感染症へ

の不安による歯科受診控えは、オーラルフレイル

と有意に関連していた（Prevalence rate ratio = 

1.24、95%信頼区間=1.05–1.48）。 

口臭と認知症との関連: 重度の口臭のある参加者

では、口臭のない参加者と比較して認知症を発症

するリスクが3.8倍（95％信頼区間：1.5～9.4）高

かった 。この傾向は逆確率加重Coxモデルでも確

認された（調整限界ハザード比4.4、1.2～16.4）。 

大規模コホートとリアルワールドデータを用いた

口腔と全身疾患の関連: 歯周治療を受けた2型糖

尿病患者は血糖コントロールが改善する傾向が見

られ、特にHbA1c値7.0-7.9%の群で有意な改善があ
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った（difference; -0.104 [95%信頼区間, -0.192 

to -0.016]）。歯周病治療の効果には異質性が存

在し、ベースラインの血糖管理状況が不良である

者や喫煙者で効果が高い可能性が示唆された。し

かし、糖尿病診療ガイドラインによる推奨後も歯

科受診状況に有意な変化は見られなかった。また、

急性症状を呈して歯科を受診する患者では耐糖能

異常の割合がわずかに高い傾向が見られたが、ス

クリーニング指標としての有効性は限定的であっ

た。 

地域住民の成人歯科健診における歯周病と全身性

疾患の関連性評価: 歯周病あり群では、糖尿病の

ハザード比が1.70（95%CI: 0.66–3.37）と比較的

高い傾向が見られ、心血管疾患や脳血管疾患でも

リスクの上昇を示唆する傾向が観察された。 

歯周組織状態と認知症発症の関連性: 平均歯周ポ

ケット深さ（PD）が深い者や臨床アタッチメント

レベル（CAL）が深い者では認知症を発症する傾向

が認められた（平均PD: HR 1.69、95% CI 1.17–

2.46）。歯磨き回数が1回以下の者も認知症発症と

の関連性があった（HR 1.30、95% CI 1.00–1.68）。 

オミックスデータを用いた口腔状態とメタボロー

ムとの関連: 歯の本数については、2-ケトイソカ

プロン酸が少ないこと、グルタミン酸が多いこと

が、歯が少ないことと関連していた。歯肉出血に

ついては、リジン、グルタミン酸、オルニチン、ア

ラニン、カルニチン、コハク酸、乳酸、ギ酸が少な

いこと、2－ケトイソカプロン酸、グルタミン、3-

メチル-2-オキソ酪酸、アセトン、酢酸、グリセロ

ール、グルコースが多いことが歯肉出血を有する

ことと関連していた。 

 

D．考察 

本研究群の結果は、口腔健康と全身の健康および

幸福との間の複雑な相互作用を強く示唆していた。 

血中25(OH)Dは炎症や骨代謝を制御する働きがあ

るとされており、血中25(OH)D濃度とPISAの間の非

線形の関連は、ある閾値以下になると体内の炎症

が制御しづらくなる可能性を示唆している。 

より適切な分析手法を用いても、歯の喪失が認知

症のリスクを上昇させること、咀嚼困難や口腔乾

燥といった口腔機能低下も認知症のリスクを上昇

させることが明らかになった。認知症の予防のた

めにも、歯を失うことを予防するだけでなく、口

腔機能の維持が重要である。 

現在歯数が少ない高齢者は、アルツハイマー病お

よび肺炎球菌感染症の発生リスクが高い傾向にあ

る可能性が日本のレセプトデータから示唆された。 

補綴物を使っている人では現在歯数減少による

Well-being得点の低下が小さかった 。現在歯数が

Well-beingに影響することおよび、歯の喪失によ

るWell-being低下は補綴物を使うことで軽減され

る可能性が示唆された。 

歯周病治療の効果には異質性が存在することが示

唆された 。一方で、糖尿病患者の歯科受診は限定

的であり、糖尿病診療ガイドラインによる推奨も

実際の診療行動の変化には影響を与えていないこ

とが明らかになった。 

リスク要因をスコア化したモデルを検討した結果、

予測精度が高く、さらに、う蝕や歯周病の状況を

考慮したモデルでは予測精度がより高くなった。

本研究で検討した予測モデルを用いることによっ

て、歯の喪失リスクを数値化して容易に把握する

ことが可能である。 

鬱症状は自立高齢の日本人において根面う蝕を発

症するリスクを増加させる可能性が示唆された。 

メタボロームのモニタリングは、将来の認知機能

低下の予測に有用な可能性がある。 

ワクチン未接種の高齢者では、日常的な歯みがき

の回数が多いことが肺炎経験の減少につながる可

能性が示唆された。 

口腔健康とウェルビーイング: 主観的な口腔健康

度が幸福感と密接に関連することは、口腔ケアが

単なる身体的健康維持にとどまらず、個人の全体

的な幸福にも寄与する可能性を示している。 

歯の喪失と身体認知機能: 歯の喪失が身体認知機

能に影響を与えること、特に脆弱な集団でその影

響が大きいことは、特定のターゲット層への予防

的介入の重要性を強調している 。咀嚼能力の低下

による栄養摂取への影響や、社会経済的要因が歯
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科医療アクセスに与える影響が、この異質性の一

因であると考えられている。 

食生活と歯の喪失: n-3系多価不飽和脂肪酸の摂

取と低いn-6:n-3比が歯の喪失リスクを軽減する

という結果は、食生活が口腔健康に与える影響の

大きさを再確認させるものである 。これは、炎症

性プロセスの調整における脂肪酸バランスの重要

性を示唆している。 

歯周病と全身性炎症・オーラルフレイル: 歯周病

が全身性炎症のマーカーを上昇させるという知見

は、口腔が全身の健康状態を反映する「窓」であ

るという概念を裏付けている。また、歯科受診控

えがオーラルフレイルにつながるという結果は、

口腔健康維持のための継続的な医療アクセスの重

要性を浮き彫りにしている。特にパンデミックの

ような状況下での医療行動の変化が、高齢者の口

腔健康に悪影響を及ぼす可能性を示している。 

口臭と認知症: 口臭が認知症のリスクと関連する

という新たな知見は、口腔衛生が社会的交流を通

じて認知機能にも影響を与える可能性を示唆して

いる。これは、口腔の不健康が引き起こす社会的

孤立が、認知症発症の一因となるという仮説を支

持するものである。 

歯周病治療と糖尿病管理: 歯周病治療が2型糖尿

病患者の血糖コントロールを改善する可能性は、

医科歯科連携の重要性を強調する。しかし、ガイ

ドラインの改定にもかかわらず歯科受診率が伸び

悩んでいる現状は、患者と医療提供者双方へのさ

らなる啓蒙が必要であることを示唆している。急

性症状での歯科受診が耐糖能異常のスクリーニン

グとしては限定的であるものの、未受診層に対す

る生活習慣病管理への意識付けの機会として活用

できる可能性を秘めている。 

歯周病と全身性疾患の新規発症: 歯周病が糖尿病、

心血管疾患、脳血管疾患の新規発症リスクと関連

する傾向が見られたことは、口腔病変が全身の慢

性疾患の先行因子となりうることを示唆している。

しかし、単一自治体のデータに限定されることや、

受診勧奨後の治療の影響を考慮できていない点は、

今後の研究課題として挙げられる。 

歯周組織状態と認知症: 歯周組織状態の悪化や不

十分な歯磨き習慣が認知症リスクと関連するとい

う結果は、歯周病が慢性炎症を介して神経炎症を

促進し、認知機能に影響を与えるというメカニズ

ムの可能性を支持している。これは、口腔衛生の

維持が認知症予防の修正可能なリスク因子となる

可能性を示している。 

メタボロームと口腔状態: 口腔状態、特に歯肉出

血が全身の代謝物質プロファイルと関連するとい

う知見は、口腔と全身の間の生物学的メカニズム

の一端を明らかにしている。糖代謝や脂質代謝の

異常を示す代謝物が歯肉出血と関連することは、

全身の代謝状態が口腔内の炎症に影響を与える可

能性を示唆している。 

 

E．結論 

本研究群は、口腔の健康が単に局所的な問題にと

どまらず、高齢者の全身の健康、幸福感、認知機

能、そして慢性疾患の発症・進行に多大な影響を

与えることを明らかにした。 

口腔の健康状態と骨代謝、腎機能、認知機能低下、

アルツハイマー型認知症、肺炎球菌感染症、Well-

beingとの関係が示された。 

2型糖尿病における歯周病治療による血糖値への

良い影響も示された。 

根面う蝕とうつの関係も示された。 

歯の喪失要因、メタボローム解析により、認知機

能低下と栄養成分との関係が示され、歯磨きの回

数が多いほど肺炎のリスクを減らす可能性がある

ことが分かった。 

主観的口腔健康度と幸福感は密接に関連しており、

口腔の健康を考慮した包括的なケアがその後の人

生における幸福に貢献する可能性がある 。 

歯の喪失は身体認知機能の低下と関連し、特に脆

弱な集団への予防的介入が重要である。 

食生活におけるn-3系多価不飽和脂肪酸の適切な

摂取とn-6:n-3比の管理は、歯の喪失リスク軽減に

寄与する。 

歯周病は全身性炎症やオーラルフレイルと関連し、

歯科受診控えは口腔健康の悪化を招く可能性があ
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る 。継続的な歯科受診と適切な口腔ケアの重要性

が再確認された。 

口臭は認知症発症リスクと関連し、口腔衛生の維

持が認知症予防に寄与する可能性がある。 

歯周病治療は2型糖尿病患者の血糖コントロール

を改善する可能性を秘めているが、医科歯科連携

の強化と患者への啓発が今後の課題である。 

歯周病は複数の全身性疾患の新規発症と関連する

可能性が示唆され、歯科健診データの利活用が重

要であることが示された。 

歯周組織状態の悪化や不十分な歯磨き習慣は認知

症リスクと関連し、口腔衛生の維持が認知症予防

の修正可能なリスク因子となる可能性を秘めてい

る。 

歯肉出血は全身の代謝物質組成と関連しており、

口腔と全身の健康の間の生物学的メカニズムのさ

らなる解明が期待される。 

これらの知見は、高齢者の健康寿命延伸に向けた

口腔ケアの重要性を強調し、医科歯科連携の推進、

個別化された予防戦略の策定、そして国民への包

括的な口腔健康教育の必要性を示唆している。 

 

F．健康危険情報 

該当なし 。 
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